
吾
輩
は
野
良
猫
。

犬
に
追
わ
れ
て
逃
げ

場
を
失
い
、
こ
の
家

の
主
の
足
元
に
飛
び

込
ん
だ
。
も
っ
と
も

犬
は
と
ど
め
を
刺
さ
な
い
。
命
を

知
っ
て
い
て
、
暗
黙
の
ケ
ン
ポ
ー

を
守
る
。
▼
吾
輩
は
餌
を
ね
だ
っ

て
も
、
野
良
と
し
て
の
矜
持
は
あ

る
。
夜
に
は
ナ
ワ
張
り
の
猫
を
集

め
、
命
確
認
の
会
議
を
持
つ
。
昨

夜
ク
ロ
の
姿
が
な
か
っ
た
。
今
朝
、

左
前
足
に
け
が
を
し
て
い
る
。
人

間
の
勝
手
な
車
社
会
に
、
吾
輩
は

憤
懣
や
る
方
な
い
。
元
々
、
猫
と

人
と
は
穏
や
か
に
共
生
し
て
い
た
。

集
団
で
、
国
会
を
取
り
巻
け
な
い

の
が
猫
の
弱
み
。
▼
主
の
持
つ
新

聞
を
覗
く
と
、
国
会
周
辺
・
沖
縄

の
海
・
白
子
駅
前
等
々
で
抗
議
が

絶
え
ぬ
。
▼
吾
輩
の
主
は
た
だ
Ｔ

Ｖ
に
毒
づ
く
ば
か
り
。
「
サ
ミ
ッ

ト
ま
で
後
何
日
か
っ
て
。
ふ
ざ
け

る
な
！
」
リ
カ
ち
ゃ
ん
通
信
を
か

ざ
し
て
怒
鳴
る
。
「
サ
ミ
ッ
ト
93

億
・
県
警
の
テ
ロ
対
策
10
億
！
。

保
育
園
へ
ま
わ
せ
。
」
吾
輩
も
主

の
ズ
ボ
ン
を
引
掻
き
叫
ぶ
。
「
オ

モ
テ
ナ
シ
（
表
無
し
）
と
は
な
ん

だ
。
ウ
ラ
ア
リ
だ
な
。
ニ
ャ
ー
イ
！
」

そ
こ
で
一
首
。
「
福
島
の
野
良
猫

ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
か
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー

嘆
く
波
音
と
ど
く
」

（
加
藤

正
美

記
）

新しい仲間を
紹介します

仲間づくり

（上田町）

(4月20日現在)

２０９名

安
倍
首
相
は
、
「
在
任

中
に
改
憲
を
成
し
遂
げ
た

い
。
」
（
３
／
２
）
と
明

言
し
ま
し
た
。

３
月

29
日
に
は
、
憲
法

違
反
の
安
保
関
連
法
（
戦

争
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
「
戦
争
法
」
は
、
立

憲
主
義
を
踏
み
に
じ
り
、

強
行
採
決
さ
れ
た
、
世
界

の
ど
こ
で
も
米
国
が
起
こ

す
戦
争
に
日
本
が
参
戦
す

る
た
め
の
違
憲
の
法
制
で

す
。
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
を
無
効

に
し
、
改
憲
を
阻
止
し
、

戦
争
法
を
廃
止
す
る
た
め

に
は
、
野
党
共
闘
に
よ
り
、

参
院
選
で
勝
利
し
、
次
の

衆
院
選
で
も
勝
た
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

全
国
で
野
党
共
闘
が
進

み
、
参
院

14
選
挙
区
で
野

党
統
一
候
補
が
決
ま
り
ま

し
た
。
（
４
／

14
現
在
）

三
重
選
挙
区
で
は
、
４

月
７
日
に
、
学
生
団
体

「
シ
ー
ル
ズ
東
海
」
や
「
安
保
法

制
に
反
対
す
る
学
者
の
会
」
な
ど

５
団
体
の
有
志
が
、
安
保
法
の
廃

止
や
改
憲
阻
止
に
賛
同
す
る
候
補

者
を
支
援
す
る
た
め
、
「
市
民
連

合
み
え
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
県

民
は
、
一
日
も
早
く
政
党
間
で
選

挙
協
力
が
出
来
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、
社
会
保
障
の
伸

び
を
３
年
間
で
１
・
５
兆
円
に
抑

え
る
方
針
に
基
づ
き
、
毎
年
１
兆

円
～
８
千
億
円
程
度
に
の
ぼ
る
自

然
増
を
５
千
億
円
以
下
に
抑
え
込

む
計
画
で
す
。

ま
た
、
消
費
税
増
税
分
を
「
全

額
社
会
保
障
に
使
う
」
と
言
明
し

な
が
ら
、
実
は
、
「
社
会
保
障
の

充
実
」
に
充
当
さ
れ
て
い
る
の
は

１
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
社
会
保
険

料
の
負
担
率
も
申
告
所
得
２
０
０

万
円
を
山
に
、
所
得
が
高
く
な
る

ほ
ど
負
担
率
が
低
く
な
る
逆
進
性

に
な
っ
て
い
て
、
低
所
得
者
に
重

い
負
担
を
強
い
て
い
ま
す
。

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を

改
悪
し
、
さ
ら
に
年
金
を
引
き
下

げ
、
医
療
費
窓
口
負
担
の
70
歳
以

上
を
２
割
化
、
大
総
合
病
院
の
初

診
料
が
５
千
円
以
上
に
、
市
で
は

国
保
税
が
17
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

介
護
保
険
か
ら
要
支
援
１
・
２

を
外
す
、
「
総
合
事
業
」
が
鈴
鹿

市
で
も
17
年
に
施
策
化
さ
れ
ま
す
。

既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
桑
名
市
で

は
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
率
が
、

１
年
で
約
２
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
社
保
協

を
軸
に
、
要
求
を
ま
と
め
市
と
懇

談
し
て
い
き
ま
す
。

仲
間
づ
く
り
も
大
事
な
課
題
で

す
。
総
会
に
み
ん
な
で
出
席
し
て
、

発
言
し
ま
し
ょ
う
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

（１） 第２３０号 き ら ら ２０１６．４．２０

中川しのぶさん

波の音

全日本年金者組合

三重県鈴鹿支部

第２３０号

２０１６．４．２０

事務局
〒513-1124
鈴鹿市自由ヶ丘

1－16－30
http://suzuka-nen
kinsya.jimdo.com/

編集責任者
勝谷鐵幸

鈴鹿市岸岡町1641-20
tel 059ｰ387-0383
fax 020-4663-3958
e-mail tekatu65
@movie.ocn.ne.jp

桑原 篤
tel 059ｰ374-2894

船津理佐子さん

山下久美子さん

（鈴鹿ハイツ）

（郡山町）

第 20 回支部総会 出席して熱い討議を！

「２
千
万
署
名
」
「若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
を
求
め
る
請
願
署
名
」

署
名
を
大
き
く
広
げ
ま
し
よ
う

み
ん
な
で
話
そ
う

医
療･

介
護
・
政
治
の
こ
と

仲
間
づ
く
り
・野
党
共
闘
・戦
争
法
の
廃
止･

立
憲
主
義
回
復
も

毎
年
の
よ
う
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
年
金
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
、

年
金
１
％
の
不
支
給
分
の
支
払
い
、

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止
、

若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
年
金
制
度
（
最
低
保
障
年

金
制
度
）
を
求
め
て
、
橋
詰
圭
一

さ
ん
を
原
告
に
提
訴
し
ま
し
た
。

そ
の
裁
判
を
国
民
の
応
援
を
得

て
勝
利
す
る
た
め
に
、
「
若
い
人

も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
を

求
め
る
請
願
署
名
」
を
実
施
中
で

す
。
現
在
１
７
０
５
筆
集
約
し
ま

し
た
。
も
う
ひ
と
頑
張
り
で
す
。

ま
た
、
支
援
募
金
の
今
年
度
分
を

５
月
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す

な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」

（
略
称
「
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
」
）
呼
び
か
け
の
「
立
憲
主

義
回
復
・
戦
争
法
廃
止
・
憲
法
九

条
を
守
る
統
一
署
名
」
も
集
約
中

で
す
。
出
来
る
限
り
市
民
の
皆
さ

ん
に
訴
え
、
広
げ
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
４
月
末
を
一
区
切
り
に
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）



（２）第２３０号 き ら ら ２０１６．４．２０

３
月
24
日
（
木
）
に
愛
知
県
の

金
山
に
あ
る
労
働
会
館
で
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
支
部
交
流
集
会
が
あ
り
ま

し
た
。
愛
知
、
静
岡
、
岐
阜
、
三

重
の
各
支
部
か
ら
代
表
が
集
ま
り

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
「
仲
間
づ
く
り
」
、

「
裁
判
運
動
」
、
「
共
済
」
の
三

点
で
し
た
。

裁
判
運
動
で
は
、
各
県
の
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
愛
知
、

三
重
は
合
同
で
名
古
屋
地
裁
に
て

3
月

25
日
に
第
１
回
の
口
頭
弁
論

が
行
わ
れ
た
こ
と
。
第
２
回
目
が

５
月
25
日
行
わ
れ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
裁
判
所
で
の
闘
い

の
応
援
と
法
廷
外
で
の
支
援
と
応

援
の
運
動
の
強
化
が
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

仲
間
づ
く
り
で
は
、
女
性
部
の

か
ら
の
年
金
額
改
定
が
ゼ
ロ
に
な

り
、
実
質
削
減
の
た
め
、
力
が
入

り
ま
し
た
。
「
年
金
引
き
下
げ
を

止
め
よ
」
「
年
金
を
引
き
下
げ
る

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
中
止
を
」

「
裁
判
支
援
を
」
「
最
低
保
障
年

金
制
度
の
実
現
」
「
年
金
は
毎
月

支
給
に
」
「
年
金
支
給
年
齢
を
引

き
下
げ
る
な
」
な
ど
を
訴
え
ま
し

た
。活

動
参
加
者
は
５
人
で
し
た
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

支
部
交
流
集
会
分
散
会

写
真
提
供

桑
原

篤

４
月

15
日
、
11
時
か
ら

12
時

ま
で
、
ハ
ン
タ
ー
前
で
、
マ
イ
ク

で
の
訴
え
、
署
名
集
め
、
チ
ラ
シ

配
り
を
行
い
ま
し
た
。

風
が
強
く
吹
く
、
寒
い
日
で
し

た
が
、
チ
ラ
シ
１
１
２
枚
を
手
渡

し
、
署
名
59
筆
を
集
め
ま
し
た
。

署
名
は
累
計
１
７
０
５
筆
に
な
り

ま
し
た
。

マ
イ
ク
で
の
訴
え
で
は
、
４
月

女
性
部
が
あ
る
支
部
活
発
な
運
動

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
交
流
集
会

年
金
は
毎
月
支
給
に

４
・15
年
金
支
給
日
全
国
一
斉
宣
伝

年
金
額
据
え
置
き
に

実
質
削
減

物
価
０
・８
％
上
が
っ
た
の
に

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
の
年
金

改
定
額
は
ゼ
ロ
で
、
昨
年
度
と
年

金
額
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
実
質
削
減
で
、
ゼ
ロ
改

定
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
初
め
て
適
用
し
た
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
は
、
今
年
は
発
動
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

厚
労
省
は
、
今
年
度
の
物
価
改

定
率
は
プ
ラ
ス
０
．
８
％
、
賃
金

改
定
率
は
マ
イ
ナ
ス
０
．
２
％
で

あ
り
、
２
０
０
４
年
の
改
定
ル
ー

ル
で
、
物
価
プ
ラ
ス
、
賃
金
マ
イ

ナ
ス
の
ケ
ー
ス
の
場
合
は
改
定
額

は
ゼ
ロ
に
な
る
、
と
説
明
し
て
い

ま
す
。
物
価
が
上
が
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
年
金
が
昨
年
度
と
同

じ
額
で
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
年
金
の
実
質
的
な
価
値
の
減

少
に
つ
な
が
り
ま
す
。

政
府
が
２
０
１
５
年
度
の
補
正

予
算
で
、
１
１
０
０
万
人
に
の
ぼ

る
65
歳
以
上
の
低
年
金
者
に
対
し

て
３
万
円
の
一
時
金
を
支
給
す
る

と
決
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
政
府

自
身
が
、
高
齢
者
の
32
％
の
方
が

貧
困
生
活
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
３
万
円
を
支
給
す

る
一
方
で
、
物
価
上
昇
に
見
合
う

年
金
額
を
改
定
し
な
い
こ
と
は
、

高
齢
者
の
貧
困
を
助
長
す
る
も
の

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
今
国
会
に
提
案
し
よ
う

と
し
て
い
る
法
案
の
内
容
は
、
。

①
年
金
額
改
定
ル
ー
ル
の
見
直
し

で
、
物
価
が
上
が
っ
て
も
、
低
い

賃
金
に
合
わ
せ
て
、
年
金
を
引
き

下
げ
る
。

②
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る

年
金
額
調
整
の
見
直
し
で
あ
り
、

調
整
率
０
・
９
％
が
実
施
で
き
な

か
っ
た
率
を
翌
年
度
以
降
に
繰
り

越
し
、
直
近
の
賃
金
・
物
価
の
上

昇
幅
が
大
き
い
年
度
に
ま
と
め
て

調
整
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
す

こ
れ
は
、
低
年
金
で
苦
し
ん
で

い
る
国
民
年
金
も
含
め
て
、
何
が

何
で
も
毎
年
確
実
に
年
金
支
給
額

を
下
げ
続
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
絶
対
に
認
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。（

勝
谷

鐵
幸

記
）

署名活動 写真提供勝谷鐵幸

活
動
に
つ
い
て

論
議
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
的
に

は
女
性
部
が
な

い
と
こ
ろ
も
多

く
、
な
ぜ
必
要

な
の
か
と
い
う

論
議
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ

る
よ
う
で
し
た
。

た
だ
、
女
性
部

が
あ
り
活
動
し

て
い
る
支
部
は
、

生
き
生
き
し
て

お
り
、
活
発
な

運
動
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
桑
原

篤
記
）



（３） 第２３０号 き ら ら ２０１６.４．２０

と
断
罪
さ
れ
た
三
人
の
憲
法
学
者

の
お
ひ
と
り
で
す
。
こ
れ
で
「
安

講
師
の
小
林
節
さ
ん
は
、
昨
年

の
国
会
で
「
安
保
法
は
違
憲
！
」

「
戦
争
さ
せ
な
い
！
鈴
鹿
ア
ク

シ
ョ
ン
」
主
催
の
「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
」
が
、
５
月
３
日
憲
法
記
念
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ウ
ォ
ー
ク

は
、
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
憲
法
壊

す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

成
功
さ
せ
よ
う

５
・22

小
林

節
さ
ん
講
演
会

５
・３
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

い
っ
し
ょ
に
歩
き
ま
し
ょ
う

戦
死
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い

四
月
十
四
日
で
す
。
咲
い
て
い

た
木
蓮
の
白
い
花
が
散
っ
て
、
辛

夷
の
花
が
散
っ
て
、
桜
の
花
も
散
っ

て
、
い
ま
は
ラ
イ
ラ
ッ
ク
が
花
ざ

か
り
、
匂
っ
て
い
る
。
木
は
生
き

て
い
る
の
で
、
花
が
散
る
と
、
枝

は
葉
を
芽
吹
か
せ
て
、
ち
が
っ
た

色
で
光
っ
て
い
る
。

水
仙
の
花
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
、
す

み
れ
、
紫
の
菜
の
花
、
空
豆
の
花
、

葱
坊
主
、
青
い
草
た
ち
、
窓
か
ら

見
え
て
い
る
景
色
。
建
ち
並
ん
だ

家
の
間
、
80
米
ほ
ど
南
に
給
水
塔

が
空
に
立
つ
。
そ
の
下
の
げ
ん
き

広
場
は
若
草
の
原
っ
ぱ
で
、
子
供

が
自
転
車
を
光
ら
せ
て
横
切
っ
て

ゆ
く
。

こ
の
よ
う
な
景
色
を
眺
め
て
、

こ
ん
な
に
息
吹
く
景
色
の
中
で
、

わ
た
し
は
暮
ら
し
て
い
る
と
気
が

付
い
た
。
き
ら
ら
の
編
集
長
か
ら

「
山
野
さ
ん
も
ち
よ
っ
と
書
い
て

ん
か
」
の
ひ
と
言
が
、
わ
た
し
を

う
ご
か
し
て
く
れ
て
、
わ
た
し
は

景
色
と
い
っ
し
ょ
に
生
き
て
い
る

と
気
が
付
い
た
。

安
倍
晋
三
首
相
は
「
私
は
、
私

の
愛
す
る
国
を
『
積
極
的
平
和
主

義
』
の
国
に
し
よ
う
と
決
意
し
て

い
る
」
と
ア
メ
リ
カ
で
の
講
演
で

宣
言
し
た
。
そ
の
平
和
主
義
は
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
で
、
こ
れ

は
先
制
攻
撃
を
最
大
の
自
衛
に
し

た
戦
争
で
あ
る
。
戦
争
が
平
和
に

な
る
と
宣
言
し
た
。
も
う
戦
争
の

中
に
日
本
は
入
っ
て
い
る
。
わ
た

し
は
体
を
だ
い
じ
に
し
て
反
戦
で

生
き
つ
づ
け
る
。

戦
火
は
げ
し
く
葱
坊
主
火
に
焼

か
れ
死
ぬ

〈
２
０
１
６
、
４
、
１
４
〉

山
野

治

戦
争
法
に
は
反
対
し
ま
す

山
本

あ
け
み

今
何
を
語
る
か
、
是
非
お
聞
き
く

だ
さ
い
！

（
講
演
会
実
行
委
員
長
・
組
合
員
）

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売

４
月
27
日
の

会
」
の
「
５
・
３
憲
法

集
会
」
と
連
帯
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

12
時

30
分
、
西
条
中

央
公
園
（
文
化
会
館
隣

り
）
に
集
ま
り
、
ふ
う

せ
ん
を
手
に
、
鈴
鹿
市

駅
に
向
け
ウ
ォ
ー
ク
開

始
、
13
時
に
図
書
館
前

保
法
案
」
（
戦
争
法
案
）
反
対
運

動
の
流
れ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
チ
ケ
ッ
ト
は
今
、

半
分
余
り
し
か
売
れ
て
い
ま
せ
ん
。

会
場
を
満
杯
に
し
て
鈴
鹿
で
の
「

ゝ

ゝ

ゝ

ゝ

小
林
節
さ
ん
講
演
会
」
を
成
功
さ

せ
、
戦
争
法
廃
止
の
気
運
を
盛
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
是
非
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

18
歳
未
満
は
無
料
で
す
。
若
い

方
に
も
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
託

児
所
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
利

用
希
望
の
方
は
、
10
日
前
（
５
月

12
日
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

小
林
節
さ
ん
へ
の
質
問
も
受
け
付

け
中
で
す
。
連
絡
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
、
吉

田
事
務
局
長
（
０
５
９
ー
３
８
７
ー

３
７
３
１
）
へ
。

「
戦
争
法
廃
止
と
野
党
共
闘
」

の
先
頭
を
走
る
小
林
節
さ
ん
が
、

で
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
旧
23
号
交
差
点

を
左
折
、
市
役
所
を
過
ぎ
て
左
折
、

鈴
鹿
市
駅
到
着
、
解
散
。

途
中
、
「
戦
争
さ
せ
な
い
」

「
安
保
法
は
今
す
ぐ
廃
止
」
「
憲

法
守
れ
」
「
平
和
が
好
き
」
「
選

挙
に
行
こ
う
」
な
ど
を
訴
え
ま
す
。

ま
わ
り
の
人
を
誘
っ
て
、
多
く

参
加
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

「
定
期
総
会
」
で
も
売
り
ま
す
。

前
売
り
５
０
０
円
（
当
日
７
０
０

円
）
で
す
。（

勝
谷

鐵
幸

記
）



（
４
／
６
実
施
）

あ
る
人
は
、
「
編
集
長
」
に
挑

み
、
あ
る
人
は
「
カ
ラ
オ
ケ
」
の

Ｃ
Ｄ
作
成
に
挑
み
、
あ
る
人
は

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
入
れ

た
曲
の
再
生
に
苦
労
し
、
時
間
だ

け
が
過
ぎ
て
い
っ
た
、
て
ん
や
わ

ん
や
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
し
た
。

（
樋
口

公
允

記
）

４
月
例
会
は
、
名
古
屋
の
熱
田

神
宮
傍
の
「
宮
乃
湯
温
泉
」
へ
９

人
で
い
き
ま
し
た
。
お
湯
は
、
温

泉
の
元
湯
を
運
ん
で
い
る
物
で
し

た
が
充
分
で
し
た
。
炭
酸
泉
も
あ

り
、
体
の
疲
れ
を
取
る
に
は
役
立

ち
ま
し
た
。
食
堂
は
な
か
な
か
美

味
し
い
も
の
で
、
温
泉
に
入
ら
な

い
近
所
の
会
社
員
や
工
員
が
大
勢

食
べ
に
来
て
い
ま
し
た
。

５
月
例
会
は
、
５
月
13
日
《
金

曜
》
午
前
7
時
30
分
出
発
（
遠
い

の
で
）
。
出
発
、
鈴
鹿
市
文
化
会

館
正
面
玄
関
前
。

行
き
先
、
飯
田
市
「
遠
山
温
泉

か
ぐ
ら
の
湯
」
ナ
ト
リ
ュ
ー
ム
・

カ
ル
シ
ュ
ー
ム
塩
化
物
泉
で
、
源

泉
は
43
・
５
度
で
す
。
申
込
み
締

め
切
り
は
、
５
月
８
日
ま
で
に
。

（
辻
井

良
和

記
）

温
泉
め
ぐ
る
会

サ
ー
ク
ル
短
信

４
月
例
会

宮
乃
湯
温
泉

パ
ソ
コ
ン
教
室

（４）第２３０号 き ら ら ２０１６．４．２０

今
月
は
４
月
20
日
の
た
め
報
告

は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
回
は
５
月
18
日
の
水
曜
日
午

前
９
時
か
ら
、
雨
天
時
は
５
月
20

日
の
金
曜
日
に
な
り
ま
す
。
場
所

は
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
す
。

（
松
田

二
郎

記
）

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

卓
球
で
ピ
ン
球
を
打
つ
打
ち
方

に
は
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
と
バ
ッ
ク
ハ

ン
ド
が
あ
り
ま
す
。
テ
ニ
ス
も
同

じ
で
す
ね
。
卓
球
の
盛
ん
な
ド
イ

ツ
で
は
子
ど
も
た
ち
に
、
先
ず
バ
ッ

ク
ハ
ン
ド
か
ら
教
え
る
そ
う
で
す
。

な
ぜ
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。

で
も
云
え
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
側

に
球
が
来
て
も
正
確
に
打
ち
返
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
こ
ん
な
楽
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
練
習
も
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
月
の
案
内

５
月

20
日
（
金
）
13
時

30
分

～

15
時

30
分

白
子
コ
ミ
セ
ン

２
階
ホ
ー
ル
。

※
持
ち
物
…
タ
オ
ル
、
お
茶
、
上

靴
（
こ
れ
か
ら
暑
く
な
っ
て
き
ま

す
。
忘
れ
な
い
で
ね
）

４
月

15
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
、
第
20
回
卓
球
サ
ー
ク

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
５
人
の
参

加
で
し
た
。
２
人
と
２
人
に
分
か

れ
て
練
習
を
し
ま
し
た
。
（
私
用

で
出
席
で
き
な
く
て
す
み
ま
せ
ん

で
し
た
…
桑
原
）

４
月
の
例
会
は
、
休
み
ま
し
た
。

５
月
は
11
日
（
水
曜
）
ジ
ャ
パ

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

卓
球
を
楽
し
も
う

さ

頭
の

店

参
考
資
料
「
熟
語
、
こ
と
わ
ざ
思
い

出
し
テ
ス
ト
」

（
コ
ス
モ
21
発
行
）

【
問
題
】
熟
語
・
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
を
読
み
、
□
に
言
葉
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

頑
固

分
際

雑
魚

功
徳

猛
者

天
の
邪
鬼

さ
い
そ
く

き
は

く

は
ん
じ
ゅ
く

く
う
ぜ
ん

し
ゅ
う
の
う

学
問
に
□
道
な
し

念
□
岩
を
も
通
す

破
□
の
勢
い

石
□
を
叩
い

て
□
る

海
□
で
鯛
を
釣
る

【
答
え
】

が
ん
こ

ぶ
ん
ざ
い

ざ
こ

く
ど
く

も
さ

あ
ま
の
じ
ゃ
く

催

促

気
迫

半
熟

空
前

収
納

王

力

竹

橋

渡

老

（
太
田

和
美

記
）

《
漢
字
熟
語
・
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
等
の
ド
リ
ル
》

※
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
待
っ
て
お

り
ま
す
。

（
桑
原

篤

記
）

ン
カ
ラ
オ
ケ
中
央
店

11
時
～
４

時
ま
で

参
加
費
三
〇
〇
円

お

昼
は
各
自
で
。

楽
し
い
会
で
す
。
一
度
顔
を
出

し
て
下
さ
い
。
待
っ
て
ま
す
。

（
係

熊
給
・
佐
藤

記
）

社
会
福
祉
協
議
会
で
、
認
知
症

支
援
講
座
を
、
五
週
で
十
時
間
受

け
て
き
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
三
十
名
の
内
、
男

性
は
三
人
。

第
二
日
目
の
今
回
は
、
三
十
名

の
内
男
性
は
十
名
の
参
加
で
、
社

協
の
人
も
喜
ん
で
み
え
ま
し
た
。

や
は
り
男
性
は
、
男
性
で
な
け
れ

ば
出
来
な
い
支
援
も
あ
る
の
で
、

今
後
も
男
性
の
参
加
を
大
い
に
期

待
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
生
活
を
考
え

た
と
き
に
、
避
け
て
通
れ
な
い
の

が
共
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
、

互
助
の
精
神
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
は
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
て

も
、
何
か
の
切
っ
掛
け
で
、
宇
宙

人
に
な
る
か
も
解
ら
な
い
。
「
本

人
も
と
ま
ど
い
、
あ
せ
り
、
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
か
も
解
ら
な
い
け
れ
ど
、

そ
れ
以
上
に
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト

を
大
切
に
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
四
時
間
逃
れ
ら
れ
な
い
家

族
。
日
常
を
見
守
っ
て
い
な
い
他

の
人
の
、
何
気
な
い
一
言
で
、
家

族
が
精
神
的
に
追
い
つ
め
ら
れ
な

い
様
に
「
恋
人
座
り
で
心
ゆ
く
迄
、

ゆ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
上
げ
て
下

さ
い
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

人
は
人
で
し
か
癒
さ
れ
な
い
。

明
日
は
我
が
身
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
思
っ
た
ら
今
、
私
に
出
来
る

こ
と
を
、
一
つ
で
も
い
い
か
ら
、

共
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
出
来
る
こ
と
を

武
田

節
子



に
恵
ま
れ
多
く
の
春
の
花
々
に
出

合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

５
月
例
会
の
ご
案
内

滋
賀
県
の
霊
仙
山
（
１
０
９
４

ｍ
）
で
す
。
難
度
★

脚
力
★
★

５
月
19
日
（
木
）
歩
行
時
間
約

５
時
間

午
前
６
時
鈴
鹿
市
文
化

会
館
第
三
駐
車
場
集
合
。
連
絡
先

岡
本
美
千
子
、
前
田
純
。
（
５
／

13
ま
で
に
）
５
月
29
日
（
日
）
の

「
綿
向
山
」
山
行
は
、
後
日
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
（
前
田

純

記
）

４
月

14
日
（
木
）
13
時
～

15

時
参
加
者
９
名
、
懐
か
し
い
童
謡

を
歌
い
ま
し
た
。
昔
の
歌
声
喫
茶

「
と
も
し
び
」
発
行
の
歌
の
本
か

ら
い
ろ
い
ろ
歌
い
ま
し
た
。
昔
の

唱
歌
を
歌
い
、
日
本
の
歌
の
す
ば

ら
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

『
平
城
山
（
な
ら
や
ま
）
』
の
歌

を
知
ら
な
い
人
が
沢
山
い
て
、
歳

の
差
を
感
じ
ま
し
た
。

次
回
は
、
５
月
９
日
（
月
）
13

時
～
15
時

社
会
福
祉
会
館
２
Ｆ

大
広
間
で
す
。

（
宮
﨑

ヨ
シ
子

記
）

４
月
の
例
会
は
、
７
日
、
今
月

も
新
し
い
人
が
１
人
加
わ
り
、
９

人
の
出
席
で
し
た
。
「
音
読
の
会
」

の
サ
ー
ク
ル
に
興
味
を
示
し
て
貰

え
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

内
容
は
、
前
半
に
、
漢
字
の
読

今
回
の
ル
ー
ト
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
孫
太
尾
根
を
登
り
、

大
貝
戸
を
下
る
コ
ー
ス
で
す
。

４
月
９
日
（
土
）
６
時
に
鈴
鹿

を
出
発
、
参
加
者
は
14
名
。

７
時
10
分
登
山
開
始
。
い
き
な

り
急
登
の
登
山
道
を
登
り
始
め
ま

す
が
、
天
候
は
最
高
で
周
囲
の
山
々

が
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
タ
ム
シ
バ
、
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
等
の
花
に
色
付
く
素

晴
ら
し
い
景
観
を
見
な
が
ら
で
、

登
山
の
疲
れ
が
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

８
時
30
分
に
ヒ
ロ
ハ
ア
マ
ナ
、

ミ
ス
ミ
ソ
ウ
、
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
等

の
花
が
咲
く
第
１
峰
の
丸
山
（
６

５
０
ｍ
）
に
到
着
。
そ
の
後
草
木

山
８
３
４
ｍ
）
、
多
志
田
山
（
９

６
５
ｍ
）
を
通
過
し
、
最
後
に
福

寿
草
の
群
生
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ガ
レ
場
の
急
登
を
登
り
切
り
、
11

時
に
全
員
藤
原
岳
山
頂
（
１
１
４

０
ｍ
）
に
到
着
。

昼
食
は
新
し
く
設
置
さ
れ
た
立

派
な
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
あ
る
藤
原

山
荘
で
ゆ
っ
く
り
お
弁
当
を
広
げ

ま
し
た
。
下
山
は
福
寿
草
、
ア
ズ

マ
イ
チ
ゲ
等
の
花
を
見
な
が
ら
大

貝
戸
コ
ー
ス
を
下
山
し
、
14
時
15

分
西
藤
原
駅
に
無
事
到
着
し
ま
し

た
。
実
歩
行
時
間
６
時
間
。
晴
天

藤
原
岳

４
月
例
会

山
歩
会

（
１
１
４
０
ｍ
）

み
方
と
慣
用
句
、
こ
と
わ
ざ
の
穴

埋
め
ド
リ
ル
を
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
「
日
本
の
大
和
言
葉

を
美
し
く
話
す
」
か
ら
「
思
い
」

「
つ
と
め
」
の
項
を
朗
読
し
ま
し

た
。「

感
動
し
た
」
と
い
う
言
葉
も

場
面
に
よ
っ
て
、
「
胸
に
迫
る
」

「
胸
を
打
つ
」
「
胸
に
染
み
る
」

等
の
言
い
回
し
を
使
い
分
け
る
と
、

相
手
に
思
い
が
よ
り
伝
わ
り
ま
す
。

次
回
は
、
５
月
12
日
（
木
）
９

時
30
分
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
研

修
室
Ｂ
で
す
。
５
月
は
第
２
木
曜

日
で
す
。

（
太
田

和
美

記
）
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４
月
10
日
、
伊
勢
の
横
輪
桜
を

見
に
行
き
ま
し
た
。

辻
井
良
和
さ
ん
の
運
転
す
る
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
18
名
参
加
で
、
今

ま
で
に
な
い
綺
麗
な
桜
を
見
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
見
頃
っ
て
こ
の

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
９
．
10
日

は
祭
で
沢
山
の
人
で
に
ぎ
あ
っ
て

い
ま
し
た
。

５
月
は
藤
原
農
業
公
園
の
ボ
タ

ン
を
見
に
行
き
ま
す
。
文
化
会
館

九
時
集
合
。
出
席
者
は
お
電
話
く

だ
さ
い
。
林

和
代
（
℡
３
８
２
ー

４
０
０
３
）

（
林

和
代

記
）

音
読
の
会

花
を
め
ぐ
る
会

み
ん
な
で
う
た
う
会

サ
ー
ク
ル
短
信

女
性
部
サ
ー
ク
ル

か
よ
ち
ゃ
ん
の
手
芸
教
室

次
回
は
、
４
月
26
日
（
火
）
13

時
～
16
時
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か

研
修
室
で
す
。
洋
裁
の
用
意
お
願

い
し
ま
す
。
５
月
は
24
日
（
火
）

で
す
。

（
山
中

加
代
子

記
）

次
回
は
、
４
月
21
日
（
木
）
10

時
30
分
現
地
集
合
で
、
赤
塚
植
物

園
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
観
ま
す
。

（
中
川

信
子

記
）

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

ょっと勉強
ち

立 憲 主 義

立
憲
主
義
と
は
、
い
く
ら
時
の
権
力
が
多

数
（
議
席
）
を
握
っ
た
と
し
て
も
、
憲
法
に

書
か
れ
て
い
る
こ
と
（
基
本
的
人
権
等
）
を

破
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
、
「
憲
法
に
よ
っ
て
権
力
を
縛
る
。
」

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
、
が
、
自
民
党
改
憲

草
案
は
あ
べ
こ
べ
に
、
「
憲
法
に
よ
っ
て
国

民
を
縛
る
。
」
つ
ま
り
「
公
益
及
び
公
の
秩

序
の
た
め
に
は
、
基
本
的
人
権
を
制
約
で
き

る
」
と
い
う
内
容
で
す
。
こ
れ
は
、
立
憲
主

義
の
全
面
破
壊
で
す
。
恐
る
べ
き
こ
と
で
す
。

「
自
民
党
改
憲
草
案
」
―
安
倍
改
憲
を
許

し
て
い
い
の
か
、
そ
れ
と
も
安
保
＝
戦
争
法
を

廃
止
す
る
の
か
、
こ
れ
が
大
争
点
に
な
り
ま
す
。

戦
争
法
案
は
日
本
国
憲
法
を
破
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
ま
ま
で
は
、
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

明
文
改
憲
（
自
民
党
改
憲
案
）
に
よ
っ
て
立
憲

主
義
を
完
全
に
葬
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
は
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

そ
れ
は
市
民
が
、
野
党
が
結
集
し
、
共
闘
し
、

国
民
連
合
政
府
を
つ
く
り
、
戦
争
法
を
廃
止
す

る
こ
と
で
す
。
立
憲
主
義
を
と
り
も
ど
す
こ
と

で
す
。
安
倍
自
公
政
権
を
倒
し
ま
し
ょ
う
。

（
樋
口

出

記

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

４
月

14
日
（
木
）
10
時
～

12

時
、
参
加
者
10
名
。
ま
ず
、
「
ラ

ジ
オ
体
操
」
で
す
。
手
足
の
末
端

ま
で
、
し
っ
か
り
と
意
識
し
て
き

ち
ん
と
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。
テ

レ
ビ
で
し
て
い
る
体
操
の
よ
う
に

で
す
。

「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
」
も
少

し
ず
つ
段
階
が
進
み
ま
す
。
段
々

と
む
つ
か
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

“
認
知
症
予
防
”
“
転
倒
防
止
”

の
た
め
の
運
動
で
す
。
『
継
続
は

力
な
り
』
で
す
。
自
分
自
身
の
た

め
に
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

次
回
は
、
５
月
９
日
（
月
）
10

時
～
12
時
、
社
会
福
祉
会
館
２
Ｆ

大
広
間
で
す
。

（
宮
﨑

ヨ
シ
子

記
）
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き
ら
ら
文
芸

藤
井
美
知
子

春
休
み
黄
色
い
帽
子
孫
に
買
う
横
顔
愛
し
平
和
で
あ
れ
と

い
と

野
に
出
で
て
歌
種
見
つ
け
幾
春
秋
そ
の
友
タ
ロ
ー
は
も
う
歩
か
な
い

う
た
だ
ね

本
堂
た
き
子

早
割
で
注
文
み
し
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
死
後
に
と
ど
き
て
開
け
る
気
の
せ
ず

た

の

あ
り
が
と
う
の
文
字
が
ぼ
や
け
て
か
す
み
ゆ
く
親
子
で
好
み
し
長
崎
カ
ス
テ
ラ

俳
句

開
花
待
つ
気
持
ち
は
い
つ
か
花
の
下

梅
田
全
美

枝
先
に
緑
色
づ
く
春
近
し

遺
骨
な
く
陽
炎
ふ
て
を
り
兵
の
墓

東
口
正
男

つ
つ
じ
祭
り
女
宮
司
が
つ
か
さ
ど
る

提
灯
の
揺
れ
に
ま
か
せ
る
花
明
か
り

三
林
保
子

咲
く
よ
り
も
散
る
淋
し
さ
の
桜
か
な

川
柳

黒
塗
り
で
明
日
は
真
っ
暗
Ｔ
Ｐ
Ｐ

余
志
嘉
壽

年
金
の
積
立
金
で
博
奕
打
つ

わ

た

し

と

憲

法鈴
木

奎
而

け

い

じ

中
学
２
年
生
の
時
の
担
任
の
先

生
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
帰
還

し
て
、
間
も
な
く
教
職
に
復
帰
し

た
、
少
し
凄
み
の
あ
る
人
で
し
た
。

社
会
科
の
授
業
の
時
間
、
憲
法

九
条
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
「
９
条
は
戦
争
放
棄
が
主
眼

で
あ
る
。
」
と
。
そ
の
頃
の
時
代

は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ

り
、
軍
隊
は
解
体
さ
れ
た
の
に
、

１
９
５
０
年
に
警
察
予
備
隊
を
設

置
し
、
２
年
後
に
保
安
隊
に
な
り
、

さ
ら
に
２
年
後
に
自
衛
隊
と
な
る

の
で
す
が
、
そ
の
先
生
は
、
「
こ

れ
は
再
軍
備
で
あ
る
。
」
と
。

「
戦
車
を
特
車
」
と
す
れ
ば
戦
力

で
は
な
い
の
か
、
等
々
、
が
な
り

立
て
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
の
憲
法
９
条
ほ
ど
大
切
な
、

そ
し
て
貴
重
な
条
文
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ア
ベ
シ
ン
ゾ
ー
と
い
う
総
理

大
臣
は
、
こ
の
９
条
を
改
定
し
、

自
衛
隊
を
海
外
で
武
力
行
使
が
出

来
る
様
に
す
る
考
え
で
す
。
ま
ず

「
緊
急
事
態
条
項
」
を
新
し
く
加

え
る
こ
と
に
よ
り
、
外
堀
を
埋
め

る
と
い
う
姑
息
な
手
段
を
用
い
る

よ
う
で
す
。

戦
争
は
人
類
を
不
幸
に
す
る
も

の
で
す
。
憲
法
改
正
は
絶
対
に
さ

せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

お
元
気
で
す
か
組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第
129
回

桑
原

篤
さ
ん

支
部
長
の
桑
原
く
ん
の
こ
と

を
紹
介
す
る
の
は
な
ん
か
緊
張

し
ま
す
。

実
は
桑
原
く
ん
（
今
も
ボ
ク
は

「
あ
っ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
ま
す
）

と
は
同
じ
石
薬
師
の
北
町
で
生
ま

れ
、
幼
な
じ
み
で
同
級
生
。
小
学

校
の
時
も
よ
く
遊
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。
プ
ロ
レ
ス
を
し
て
も
い
つ

も
ボ
ク
が
負
け
て
い
ま
し
た
。

石
薬
師
小
学
校
か
ら
白
鳥
中
学

校
へ
。
ボ
ク
は
あ
っ
ち
ゃ
ん
に
つ

い
て
「
卓
球
部
」
に
入
り
ま
し
た
。

彼
は
サ
ウ
ス
ポ
ー
で
運
動
神
経
も

い
い
の
で
正
選
手
、
ボ
ク
は
補
欠
。

高
校
も
い
っ
し
ょ
で
数
人
で
神

戸
高
校
に
毎
日
自
転
車
で
通
い
ま

し
た
。

大
学
は
あ
っ
ち
ゃ
ん
は
静
岡
で

別
々
で
し
た
が
、
で
も
、
同
じ
教

育
学
部
で
し
た
。
気
が
つ
い
た
ら
、

ボ
ク
は
生
活
綴
方
、
あ
っ
ち
ゃ
ん

は
教
育
研
究
会
で
よ
く
似
た
サ
ー

ク
ル
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

彼
は
卒
業
後
、
度
会
の
南
島
小

学
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

か
わ
い
が
ら
れ
、
職
場
の
同
僚
の

か
わ
い
い
娘
さ
ん
（
新
婦
人
の
桑

原
千
香
子
さ
ん
）
と
結
婚
し
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
鈴
鹿
に
帰
り
、
ず
っ

と
小
学
校
の
先
生
で
、
理
科
を
得

意
と
し
て
い
ま
し
た
。

あ
っ
ち
ゃ
ん
は
中
学
の
時
も
、

周
り
か
ら
推
さ
れ
て
生
徒
会
長
を

し
ま
し
た
。
い
つ
も
周
り
が
放
っ

て
お
か
な
い
人
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

今
回
も
気
が
つ
い
た
ら
年
金
者

組
合
の
支
部
長
さ
ん
で
し
た
。
大

酒
も
飲
み
ま
す
が
、
今
は
訳
が
あ
っ

短
歌

て
少
し
控
え
て
い
ま
す
。
笑
顔
が

良
く
て
優
し
く
、
包
容
力
も
あ
り

ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
頑
固
な
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は

彼
の
一
徹
さ
。
ど
こ
か
風
貌
も
不

破
さ
ん
に
似
て
る
と
い
う
噂
も
あ
っ

て
、
分
か
り
易
く
筋
道
立
て
て
話

が
で
き
る
理
論
派
で
す
。
今
の
こ

の
鈴
鹿
で
、
難
し
い
舵
取
り
を
し

て
、
年
金
者
組
合
を
不
動
の
組
合

に
し
て
下
さ
い
な
。

文

萩
森

繁
樹

写
真

勝
谷

鐵
幸

お
礼

「
テ
レ
ビ
探
し
て
い
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、
沢
山
の
お
声

を
掛
け
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
台
の
提
供
が
あ
り
、

Ｙ
さ
ん
、
Ｔ
さ
ん
が
喜
ん
で
み
え
ま
し
た
。

（
佐
藤

晴
衣

記
）
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振
り
返
っ
て
思
う
こ
と

伊
藤

タ
ケ

い
ま
、
美
容
師
と
い
う
仕
事
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
と
て
も
良
い
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。
仕
入
れ
た
材
料

が
腐
る
こ
と
も
な
く
、
仕
事
に
使
う

器
具
た
ち
も
、
半
永
久
的
に
持
つ
し
、

消
滅
し
て
し
ま
う
材
料
だ
け
を
仕
入

れ
る
だ
け
で
す
。

五
十
歳
ま
で
は
、
花
嫁
さ
ん
も
沢

山
作
ら
せ
て
頂
き
、
胸
が
ワ
ク
ワ
ク

し
た
も
の
で
す
。
七
十
歳
を
過
ぎ
た

こ
ろ
か
ら
、
ご
贔
屓
に
し
て
下
さ
っ

た
お
客
様
も
、
ぼ
ち
ぼ
ち
亡
く
な
ら

れ
た
り
、
病
気
で
寝
込
ま
れ
た
り
で

淋
し
い
で
す
。

不
思
議
に
思
う
の
は
、
私
の
歳
に

合
わ
せ
た
よ
う
に
、
自
然
に
お
客
様

が
少
し
ず
つ
減
っ
て
行
き
ま
す
。
税

金
払
わ
な
く
な
っ
た
ら
や
は
り
、
世

間
に
通
用
し
な
く
な
る
よ
う
で
す
。

こ
の
年
齢
で
も
、
多
少
の
お
客
様

に
来
て
頂
き
、
お
話
を
し
た
り
、
笑
っ

た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
出
か

け
し
た
り
が
出
来
て
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

昔
の
言
葉
に
「
手
に
職
を
付
け
て

お
く
と
一
生
悔
い
な
し
」
。
本
当
に

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
仕
事
が
減
る
に
つ
れ
、
す
ご

く
落
ち
込
み
ま
し
た
。
や
っ
と
現
実

を
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
日
に
授
か
っ
た
仕
事
を
コ
ツ
コ
ツ

と
や
り
、
元
気
に
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
周
り
の
沢
山
の
人
に
助
け
ら
れ

今
が
あ
り
ま
す
。
感
謝
で
一
杯
で
す
。

中
川

伸
子

年
金
者
組
合
に
入
れ
て
頂
い
て
か
ら
何
年
に
な
る
の
か
。

振
り
返
る
と
、
沢
山
の
方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

四
国
の
旅
行
に
誘
っ
て
頂
い
た
の
が
初
め
て
の
参
加
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
望
年
会
、
新
年
会
、
お
誕
生
会
、
月

１
回
の
温
泉
め
ぐ
る
会
も
、
最
近
は
毎
回
参
加
さ
せ
て
頂
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
サ
ー
ク
ル
も
、
花
を
め
ぐ
る
会
、
映
画
の
会
、
お

し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
。
昨
年
末
よ
り
加
代
ち
ゃ
ん
の
手
芸
教
室

に
も
入
れ
て
頂
き
、
編
み
物
や
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
な
ど
楽
し

く
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

先
日
は
、
音
読
の
会
に
も
初
参
加
。
漢
字
の
読
み
方
、
書

き
方
、
良
い
頭
の
体
操
に
な
り
ま
し
た
。
認
知
症
予
防
に
こ

れ
か
ら
も
参
加
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
枚
の
年
賀
状

松
下
加
代
子

も
う
遙
か
昔
の
こ
と
で
す
。
山
で
合
い

山
を
楽
し
ん
だ
Ｎ
子
さ
ん
。
清
々
し
い
女

性
で
し
た
。

そ
ん
な
Ｎ
子
さ
ん
が
、
急
に
九
州
へ
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
。
山
で
再
会
を
誓
っ
て
山

で
別
れ
ま
し
た
。

何
年
か
た
っ
て
Ｎ
子
さ
ん
か
ら
年
賀
状

が
届
き
ま
し
た
。
何
。
こ
れ
Ｎ
子
さ
ん
の
？
。

字
が
乱
れ
て
、
ひ
ら
が
な
で
、
や
っ
と
読

め
る
程
度
で
し
た
。

毎
年
毎
年
同
じ
賀
状
！
。
Ｎ
子
さ
ん
ど

う
し
た
の
か
し
ら
。
何
か
心
を
痛
め
て
い

る
の
か
な
。
近
く
だ
っ
た
ら
行
け
る
の
に
。

Ｎ
子
さ
ん
の
顔
が
浮
か
ん
で
悲
し
い
。

今
年
も
ま
た
年
賀
状
が
来
て
い
る
。
私

は
ビ
ッ
ク
リ
！
。
「
新
春
→
元
旦
」
「
元

気
？
」
「
い
ろ
ん
な
こ
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
」
「
今
年
も
よ
ろ
し
く
」
少
々
ゆ
が
ん

で
い
る
が
漢
字
が
沢
山
あ
る
。
ピ
ン
ク
の

花
々
か
？
、
黄
色
の
花
か
、
バ
ン
ザ
ー
イ
、

Ｎ
子
さ
ん
ま
た
山
で
逢
い
た
い
ね
！

安
心
し
て
年
を
取

れ
る
社
会
に

北
本
淑
子
（
熊
本
県

主
婦
66
歳
）

は
と
こ
が
以
前
、
寝
た
き
り

の
両
親
の
介
護
の
た
め
警
察
官

を
や
め
、
帰
郷
し
ま
し
た
。
介

護
離
職
で
す
。
両
親
の
死
後
、

私
に
「
早
期
退
職
し
た
の
で
、

年
金
が
少
な
い
」
と
お
金
を
借

り
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
60
代
の
彼
は
独
身
で
将
来
が

心
配
で
す
。

「
老
い
て
病
気
に
な
れ
ば
入

院
し
面
倒
を
見
て
貰
え
る
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
実
は

厳
し
い
よ
う
で
す
。
知
り
合
い

の
お
年
寄
り
が
心
臓
病
で
歩
く

の
も
苦
し
い
の
に
２
ヶ
月
で
退

院
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
介
護
す

る
人
も
い
な
い
の
に
で
す
。
長

期
入
院
が
昔
よ
り
難
し
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
（
中
略
）

自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
に

「
家
族
は
互
い
に
助
け
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
う
条

項
が
あ
り
ま
す
が
、
憲
法
で
う

た
う
べ
き
事
で
し
ょ
う
か
。
介

護
は
「
長
男
の
嫁
」
な
ど
女
性

が
す
る
、
と
言
う
風
潮
が
昔
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
条
項
は
、
自

民
党
が
家
族
に
介
護
を
押
し
つ

け
た
い
の
だ
な
と
勘
ぐ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
安
心
し
て
年
を
取

り
た
い
も
の
で
す
。

（
４
月
８
日
の
朝
日
新
聞
「
声
」

欄
の
記
事
を
、
《
一
部
中
略
》

し
て
転
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
）

辻
井

豊
子

「
世
界
一
貧
し
い
大
統
領
」
の

来
日

糸
柳

昿
子

何
気
な
く
新
聞
を
読
ん
で
い
た
ら
、
４

月
８
日
付
の
朝
日
新
聞
に
「
世
界
で
一
番

貧
し
い
元
大
統
領
が
、
東
京
で
講
演
」
と

題
し
て
、
中
身
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

心
に
残
っ
た
言
葉
を
書
い
て
み
ま
す
。

「
一
番
大
き
な
貧
困
は
孤
独
で
す
。
物

の
問
題
で
は
な
い
」
「
他
人
の
た
め
に
何

か
出
来
た
ら
自
分
も
幸
せ
に
」
「
自
分
の

資
産
を
増
や
す
た
め
だ
け
に
お
金
を
使
っ

て
い
る
人
が
い
る
。
ば
か
げ
た
悲
惨
な
こ

と
」
日
本
の
総
理
は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉

を
ど
う
聞
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

政
治
は
、
お
金
を
稼
ぐ
た
め
で
は
な
く
、

国
民
に
奉
仕
す
る
た
め
で
あ
る
と
言
う
こ

と
を
、
世
界
と
日
本
中
の
政
治
家
は
改
め

て
認
識
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
終
活
」
を
始
め
ま
す

中
平
恵
美
子

先
日
Ｆ
Ａ
Ｘ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ひ

と
く
ち
広
場
へ
の
原
稿
の
件
で
す
が
、

こ
の
頃
、
気
力
・
体
力
と
も
に
限
界
を

感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は
済
み
ま
せ
ん

が
協
力
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
他
の
方
に
お
願
い
し
て
下
さ
い
ま

せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
は
、
の
ん
び
り
と
「
終
活
」

に
時
間
を
使
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
も
、
ど
う
ぞ
お
体
大
切
に
。

（
ご
本
人
の
了
解
を
得
て
、
載
せ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

絵手紙は、谷口正江さん



（８）第２３０号 き ら ら ２０１６．４．２０

（2人分）たけのこの先の柔らかい方200㌘～250

㌘ 山椒の葉少々 味噌大さじ2杯 すりごま大さ

じ5杯 酢少々 砂糖大さじ

3～5杯 焼き竹輪１本

すり鉢に山椒の葉を入れ、良く摺る。そこ

へ、あとの材料を入れて混ぜるだけです。簡単です。

材料

（中川 美代子）

作り方

支部日誌

３月25日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会

29日(火)かよちゃんの手芸教室

４月２日(土)｢きらら｣編集会議

６日(水)第12回組織部会(9:30～白子ｺﾐｾﾝ）

パソコン教室

７日(木)音読の会

８日(金)第12回執行委員会(13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰ)

９日(土)山歩会「藤原岳」

14日(木)スクエアステップ･みんなでうたう会

15日(金)卓球の会

16日(土)議案書製作

18日(月)温泉の会 名古屋｢宮の湯」

20日(水)｢きらら｣編集･発行･連絡会

グランドゴルフ･パソコン教室

21日(木)おしゃべりカフェ「赤塚植物園」

26日(火)かよちゃんの手芸教室

27日(水)第20回支部定期総会

30日(土)コミバスの会アンケート活動

５月１日(日)県中央メーデー(10:00～津観音公園)

３日(火)ピースウォーク(西条中央公園）

憲法を考える県民のつどい(生涯学習ｾ

ﾝﾀｰ４F大研修室)石埼龍国大教授

６日(金)｢きらら｣編集会議

９日(月)スクエアステップ・みんなでうたう会

11日(水)第1回組織部会(9:30～白子ｺﾐｾﾝ）

カラオケの会・パソコン教室

12日(木)女性部世話役会・音読の会

13日(金)第1回執行委員会(13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰ)

温泉めぐる会飯田｢かぐらの湯」

18日(水)グランドゴルフ・パソコン教室

19日(木)滋賀「霊仙山」

20日(金)県女性部「女性のつどい｣・卓球の会

24日(火)かよちゃんの手芸教室(洋裁の用意）

25日(水)｢きらら｣編集･発行･連絡会

31日(火)誕生会(３～５月生まれ）

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

女性部サークル

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

催
し
物
案
内

①
４
月
27
日
（
水
）
10
時
～
15
時

ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
２
階
ホ
ー
ル

原
則
全
員
参
加
（
欠
席
さ
れ
る
方
は
必
ず
委
任
状
を
出
し
て
下
さ
い
）

弁
当
・
茶
菓
・
バ
ザ
ー
あ
り
ま
す
。
椅
子
席
。

20
回
記
念
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ご
期
待
下
さ
い
。

②
４
月
30
日
（
土
）
10
時
～
13
時

オ
ー
ク
ワ
木
田
店
（
自
由
ヶ
丘
団
地
）

ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

③
５
月
１
日
（
日
）
10
時
～
12
時

津
市
観
音
公
園
→
お
城
西
公
園

９
時
白
子
地
区
セ
ン
タ
ー
（
イ
タ
ニ
外
科
隣
り
）
出
発

④
５
月
３
日
（
祝
）
西
条
中
央
公
園
12
時
30
分
集
合
→
図
書
館
前

13
時
出
発

→
鈴
鹿
市
駅
（
ふ
う
せ
ん
渡
し
ま
す
）

⑤

５
月
31
日
（
火
）
11
時
30
分
～
14
時
白
子
コ
ミ
セ
ン

会
費
５
０
０
円

イ
ラ
ス
ト

樋
口

出

たけのこの
木の芽和え

わたしのレシピ

パソコン教室 樋口 公允（℡ 387-3541） ５月11・18日(水)13:00～白子コミセン
山歩会 前田 純（℡ 374-4596） ５月19日(木)滋賀県「霊仙山」5月29日(日)｢綿向山」
温泉めぐる会 辻井 良和（℡ 386-0529） ５月13日(金)飯田遠山温泉「かぐらの湯」
グランドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） ５月18日(水)９:00～フラワーパーク(雨天５月20日)
カラオケを楽しむ会 熊給 富子（℡ 388-1380） ５月11日(第２水)11:00～16:00 ｼﾞｬﾊﾟﾝｶﾗｵｹ中央店

佐藤 晴衣（℡ 378-6433） (会費 300円 お昼は各自で)
卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) ５月20日(金)13:30～白子コミセン２Fホール

花をめぐる会 林 和代（℡ 382-4003） ５月 いなべ農業公園・ボタン
音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） ５月12日(第２木)9:30～ジェフリーすずか
映画の会 辻井 豊子（℡ 386-0529） １年間休み。
かよちゃんの手芸教室 山中加代子（℡ 383-4140) ４月26日(火)13時～ｼﾞｪﾌﾘｰ洋裁の用意 ５月24日(火)
おしゃべりカフェ 辻井 豊子（℡ 386-0529） ４月21日(金)赤塚植物園・シャクナゲ

佐藤 晴衣（℡ 378-6433）
スクエアステップ 田中美代子（℡ 374-1786) ５月９日(月)10時～12時社会福祉センター大広間

宮﨑ヨシ子（℡ 378-7510)
みんなでうたう会 澤井 順子（℡ 378-6021） ５月９日(月)13時～15時社会福祉センター大広間

支
部
第
20
回
定
期
総
会

三
重
県
中
央
メ
ー
デ
ー

誕
生
会（
３
～
５
月
生
ま
れ
）

コ
ミ
バ
ス
の
会
「
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
」

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク（

２
・
１
㎞
）


